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SDGs映画『プラスチックの海』上映会(オンライン)に参加

主催 宇都宮大学国際学部環境と国際協力研究室(高橋若菜研究室)

映画『プラスチックの海』

「夕飯のおかずはビニール袋」
「胃の中にプラスチックを抱えた生活」
「消えることなく海底に溜まるペットボトル」

これらは全て海で起きている本当のことで、便利
なプラスチックが生んだ代償。たくさんの海の生物
の生命が奪われている。魚を通じて私たちも知らな
いうちに食べている。
2050年には海のプラスチックの量が魚の量を超

える。2021年を生きる今、海の問題を黙認するの
はやめよう。

“使い捨て”の海にしないために

このような内容で魚の胃の中にいっぱい詰まった
プラスチックや、ロープが首に巻き付いたアザラシ。
プラスチックを拾い生活の糧にするアジアに子ども
たち。
この現状を改善するために私たちの今の生活を見

直さなければならない。

映画鑑賞後は参加者でグループに分かれ、何が出
来るかディスカッションを行った。

〈ディスカッションでの意見〉
◦便利で手軽な生活を追求してきた結果、このよう
な現状になっている。プラスチックは確かに便利
でなくてはならない存在だが工夫次第でもっと減
らすこと、リサイクルすることができるはず。

◦食材ビンのリユース、シャンプーなどの容器の詰
め替え利用、マイクロビーズの入っている化粧品
やマイクロカプセル配合の合成洗剤を使わない、
リサイクルできるマジック容器の使用、固型石け
んですべてに使い回しをする等、シンプルな生活
とり戻す身近な一人ひとり工夫を広めたい。


